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私たちの研究分野は，「生命に学び，あら
ゆる元素と手法でアプローチする生物有機化
学・超分子化学・創薬化学」です（図１）。
生命はすべての現象の組み合わせによって営
まれているわけですから，我々もさまざまな
知識と技術をもって，基礎研究から応用研究
を行っています（図２）。我々が普段意識し
ていることは，「理大 科学フォーラム」2014
年創刊30周年記念号でご紹介しました
ので，そちらをご覧ください。
我々が主な研究対象としている金属
酵素・タンパク（主に亜鉛タンパク）
とそれらの模倣化合物（ミミックまた
はモデル）や阻害剤は，１）リン酸エ
ステル加水分解（ホスファターゼ）を
代表例とする加水分解酵素のモデル錯
体（分子の自己集積による）の設計と
合成，２）生体内で炭素―炭素結合の
開裂と生成を触媒するアルドラーゼ
（class II）のモデルとしての不斉合成
触媒の開発，３）糖鎖合成酵素のミミ
ック，４）がん細胞表面に発現してい
るデスレセプターに結合して細胞死を
誘導するデスリガンドのミミック（が
ん細胞を発光検出し，細胞死を誘導する
金属錯体），５）亜鉛ペプチターゼ
（ペプチド加水分解酵素）の阻害剤（抗
菌剤などへの応用），６）亜鉛タンパク
の機能阻害剤（例：転写因子p53の機能
を阻害し，放射線防護剤として機能する
化合物）などです（図３）。
亜鉛イオンは生体内でさまざまな機
能をもっているので，そのモデル化合
物や阻害剤にはさまざまな機能が期待
されます。
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特に４）では，亜鉛の代わりに，強い発光
を示し水中で安定であるイリジウム（Ir）錯
体を利用することでがん細胞に結合して発光
し，さらにがん細胞の細胞死を誘導できる化
合物の開発に成功しました（図４）。その分
子機構も解明しつつあります。さらに最近，
他の生体内金属イオンの錯体でも，がん細胞
の細胞死を誘導できることを見出しました。
我々の研究室では，できるだけ留学生を受
け入れるようにしていて（写真１），セミナ
ーも英語で行っています。また，マレーシア
のUniversiti Teknologi MARA （UiTM）と定期
的に大学院生国際シンポジウムを開催してお
り，平成28（2016）年２月には本学大学院薬
学系研究科の学生諸君が理科大で本シンポジ
ウムを主催し，大成功を収めました。
このように，生命創薬科学科は，日夜世界
の最先端の科学へ挑戦し，情報を発信してい
ます。一度，我々の学科の門を叩いてみてく
ださい。
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写真１　これまで在籍した留学生
平成26年２月に理科大で開催した iPoPS2016にて
異常細胞に結合して攻撃するユニット
発光（画像化）ユニット）
異常（がん）細胞の検出
図４　異常（がん）細胞を捕捉，検出，
　　　攻撃する金属錯体型ナノマシン
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図３　我々が研究対象とする金属酵素・タンパクのミミック（モデル）と阻害剤
４） がん細胞を検出して細胞死へ
導く人工デスリガンド
１） リン酸加水分解酵素モデル
　 （分子ユニットの自己集積体）
５） 亜鉛ペプチダーゼ阻害剤
　 （抗菌剤など）
２） 人工アルドラーゼ
６）含亜鉛転写因子p53の阻害剤
３） 新しい糖誘導体・
糖鎖合成法の開発
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